
概
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施
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新型コロナ

策

ウイルス感染拡大が落

名

ち着き、計画どおり出

地

前講座を実施すること

球

ができた。
■ 計画ど

・

おり   
令和　５年

自

度
□ 遅延     

然

    
の評価

□ 進

・

展なし     

■ 

生

維持　□ 拡大 地域ご

活

と特色ある環境づくり

環

を行うほか、家庭から

境

の二酸化炭素排出量抑

基

制のため、出来るだけ

本

多くの出前講座
事業区

目

分 □ 自治事務   

標

□ 法定受託   □

安

 その他
今後の方向性

全

□ 縮小　□ 改善 を

・

エコパートナーと協働

安

で実施していく。
（改

心

善措置等）□ 休止　

に

□ 終了
計画対象 □ 

暮

実施計画査定対象  

ら

□ 行政改革対象 
□

せ

 廃止　　　　 

※決

る

算額については、端数

ま

処理により、他資料の

ち

決算額と差異が生じて

要

いる場合もあります。

施策の目的 かけがえのない地球環境を守り、豊かな自然環境、快適な生活環境を次世代に引き継ぐこと。

施策の方向 環境保全

計画どおり、エコリーダーや各種環境団体等の活動を支援し、地域に根付いた環境保全活動を推進することができた。
■ 計画どおり   

令和　５年度 市民に生物多様性について理解してもらえるよう、生物多様性をテーマにした環境講演会を開催した。また、市民からの連絡等で特定外来生物が確認された場合、確認
□ 遅延         

の評価 された場所の土地の管理者に駆除をするよう指導した。
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 環境学習の拠点となるエコセンターが使用休止となる中で、代替の会場を確保し、エコパートナー等の活動を支援しながら地域に根付いた環境保全活動を推進していく

今後の方向性 □ 拡大　　　　 。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 生物多様性について、「三島市生物多様性戦略」に基づき、在来種・

1

希少種及び外来生物の

頁

生息状況を確認するた

令

め、自然環境基礎調査

和

を実施する。また、在

 

来種・希
□ 改善　　

5

　　 少種を保護し、

年

外来生物の監視・駆除

度

等を行うとともに、市

　

民や事業者と連係して

　

自然資源の持続可能な

事

利用を促進する。

務事業評価表（個票） 課

No. 事務事業名

名

活動内容 コスト（事業

環

費：千円）

地域環境づ

境

くり推進事業 令和　４

市

年度 令和　５年度 令和

民

　５年度 令和　６年度

部

令和　４年度 令和　５

環

年度 令和　５年度 令和

境

　６年度
活動指標名 単

政

位
実績 計画 実績 計画 決

策

算 当初予算 決算 当初予

課

算
全体事業概要

①
環境

作

出前講座の開催件数 件

成

19 18 27 18
エコ

日

パートナーとの協働に

令

より、地域ごと特色あ

和

る環
境づくりを行うほ

　

か、家庭からの二酸化

６

炭素排出量の 952 1

年

,092 855 875

　

抑制のため、出前講座

８

や緑のカーテンコンテ

月

ストなど
②の活動を実

　

施するもの。
　 令和　

１

７年度の優先度

③1 　

日

□ Ａ　　　 □ Ｂ


